
【中間報告提出締切】令和７年１１月２８日（金） 

令和７年度学校評価中間報告書 

                                           学校名（廿日市市立宮園小学校） 

 

評価計画 自己評価 
学校運営協議会 

委員評価コメント 
改善方策 中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 
８月 

最終 
２月 

達成度 評価 結果と課題の分析 

確かな学力 
 

○基礎・基本の
定着・活用 
 
 
 
 
 
◎主体的に課題
解決に取り組む
態度の育成 
 

・特性や進度等に
応じた学習（自由
進度学習） 
･知識を活用・発揮
する協働的な学び
の実践 
 
・興味関心に応じ
た課題に取り組む
機会の設定（個人
探究学習・自主学
習等） 

・自ら進んで学習に取り
組む児童の割合（ｱﾝｹｰﾄ） 
・廿日市市学力定着状況
調査における思考判断表
現の目標値を達成する児
童の割合 
 
・課題の解決に向けて，
自分で考え自分から取り
組む児童の割合（全国学
力・学習状況調査児童質
問紙及びｱﾝｹｰﾄ）【市共通
項目】 
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導入して６年目を迎え
た自由進度学習の成果
が出ている。教材研究と
児童理解をさらに深め、
児童のやる気を引き出
す学習を進めていきた
い。 
自由進度学習では、特別
支援教育の視点も積極
的に取り入れたことに
より安心感のある学習
環境が整い、児童の主体
的な学びにつながった
と考えられる。 
 
 

自由進度学習に
ついては，授業
の準備は大変だ
と思うが，子ど
もたちはとても
楽しそうに学習
していてよい。 
ICT を効果的に
使っている。 
コンパスなどの
道具の使い方が
難しそうな児童
がいるようなの
で，支援が必要。 

教材研究や児童理解にＰＤ
ＣＡのサイクルを取り入
れ、より、ブラッシュアッ
プさせていく。 
引き続き、自由進度学習や
個人探究学習にとどまら
ず、一斉授業や特別活動な
どにおいても児童が主体的
に学べる環境づくりを積極
的に仕組んでいく。 
 
 
 

豊かな心 
 

〇規範意識・相
手意識の醸成 
 
 
◎自己有用感の
向上・他者理解
の促進 

・相手や場に応じ
た挨拶・言葉遣い
の指導の徹底 
 
・多様な他者と協
働する活動の場づ
くり（いいところ
見つけ・縦割り班
活動等） 

・「自分から進んであいさ
つできる」児童の割合（ｱ
ﾝｹｰﾄ） 
 
・「自分はクラスの人や友
だちの役に立っている」
肯定的評価の児童の割合
【小中共通項目】（ｱﾝｹｰﾄ） 
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進んで挨拶ができてい
る児童が多いが、比較
的に低学年の数値が低
かった。 
 
全体的に１割以上の児
童が役に立っていない
と感じている。自他の
良さに気付けていない
ことに課題がある。 

役に立っていな
いと感じている
児童が１割以上
いるのは決して
少なくない。いい
所見つけが形骸
化していないか
見直したり，家庭
でも取り組んだ
りしてほしい。 
少人数だからで
きることをプラ
スに考えて取り
組んでいってほ
しい。 

良い挨拶のモデルを具体的
に示したり、挨拶名人の取
り組みをより意識させる。 
 
自他の良さに目を向けるよ
うな取り組みを各学級で行
う。縦割り遊びなどで異学
年交流を行う計画を立て
る。 

健やかな体 
 

○生活・健康に
関する自己管理
能力の育成 
 
 
 
 
○体力つくりの
推進 

・「安全・安心」「チ
ャレンジ・自己実
現」を基盤とした
生活習慣の確立 
 
 
 
・運動に親しむ時
間と場の設定（ロ
ング昼休憩・朝遊
び） 

・「スマホやタブレット，
ゲームなどのメディアを
家庭のルールを守って正
しく使っている」という
保護者の割合（ｱﾝｹｰﾄ） 
 
・「体を動かすことが好
き」という児童の割合（ｱ
ﾝｹｰﾄ） 
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メディアのルールは家
庭によって比較的に決
めて守らせているよう
だが，家庭によってルー
ルの明確さや具体性に
差がある。 
 
多くの児童が体を動か
すことが好きと回答し
ているが，日常的な運動
量が少ない児童や，体力
測定項目（上体起こし，
長座体前屈）に課題が見
られる。 

家庭によって差は
あり，統一は難し
いだろうが，推奨
ルールを示すこと
はいいことであ
る。 
調べ方として，ネ
ットだけではなく
本の信用度は高い
ので本でも調べる
こと，ネットの情
報をうのみにしな
いことなど，情報
リテラシーを身に
付けてほしい。子
どもに伝えてほし
い。 

家庭のルールの統一は難し
いが，推奨ルールなどを明
示し，家庭ルールの改善に
つなげる。 
 
体育委員会などに月の推奨
運動遊びを考えさせる。ま
た，授業内で主運動につな
げる副運動のメニューなど
を提示して運動量を確保し
たり，昔遊びのコーナーを
整備したりする。 



信頼される学校
づくり 

〇働きがい改革
の推進 
 
 
 
 
 
 
○ふるさとに愛
着をもつ児童の
育成 

・日課，行事，活
動の見直し及び精
選 
 
 
 
 
 
・地域学習の充実 

・子どもと向き合う時間
が確保されていると考え
る教職員の割合【市共通
項目】（ｱﾝｹｰﾄ） 
 
 
 
・「地域のために自分がで
きることをしたいと思
う」という児童の割合 
（ｱﾝｹｰﾄ） 
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行事の見直しと精選，
時間を決めて会議を行
うなどして，勤務時間
内における個人の作業
時間の確保をしてい
る。 
 
日頃からの連携や第２
回学校運営協議会の熟
議を通して，地域の諸
団体との交流を行い，
学習支援もしていただ
いている。児童は地域
の方に支えてもらって
いる感謝の気持ちを持
っている。 

地域のために
自分ができる
ことをしたい
と思う児童の
割合が高く，う
れしい。地域の
活動でつなが
れることがあ
る。学校からの
配信や掲示な
どしてもらう
ことを続けて
ほしい。市民セ
ンター祭りで
司会を子ども
がして地域の
方はすごく喜
ばれ，よかっ
た。 

教材研究や分掌の仕事の時
間を確保し，教職員の心理
的安全性が高い，より働き
やすい環境づくりを考えて
いく。  
 
 
今後も地域学習を通して，
地域への愛情をもち，さら
に地域へ貢献しようとする
意識づけを行っていく。そ
のために振り返りまでしっ
かり行い，自分は地域のた
めに何ができるのか具体的
に考えさせるようにする。 
 

※ 中間評価は、８～１１月に実施することとする。 

※ 中間報告は、本年度の重点目標についてのみの報告でもよいこととする。 

※ 中間評価の実施月を記入し、この時点での実数値を記入する。 

※ 「評価」の項目については、「達成度」は「報告期の数値／目標値」である。 

「目標値」に対する「達成度」をA～Dで評価する。（A:100％  B:80％以上 C:60％以上 D:60％未満 ） 

「不登校児童生徒が○人以内」等逆転項目の評価については、2～4段階で評価できるよう学校で定める。 

※ 達成度の度合いから、評価項目・評価指標・目標値が適切であったかという視点でも見直し、目標値の修正や指標の変更・追加があってもよい。 

※ 中間報告書の提出の際には、学校関係者評価の結果が反映されていなくてもよい。 

※ 参考資料があれば添付すること。 

 

 


